
  

 

2026年 8月 5日 

ＺＡＣＲＯＳ株式会社 

 

ＺＡＣＲＯＳ、9 社連携でプラスチック（容器包装）資源循環の  

動静脈連携モデル実証を開始（環境省請負事業） 
剥離・脱墨技術の社会実装に向け、協創型プラットフォームの成立条件を検証 

 

 ZACROS 株式会社（本社：東京都文京区、代表取締役社長：下田 拓、以下 ZACROS）は、

環境省の「令和 7 年度プラスチック資源循環戦略に関する調査・検討業務」の一環として

実施される動静脈連携（※1）モデル実証に参画します。本実証では、軟包装材の資源循

環に関わる 9 社が参画し、複数企業が開発を進める剥離・脱墨技術の社会実装を見据え、

設備や技術を共同で活用する協創型プラットフォーム（以下、PF）モデルの成立可能性お

よび成立条件を検証します。 

 

1. 背景 

プラスチックの資源循環は、資源枯渇や廃棄物削減、海洋プラスチックごみ対策の観点

から世界的に重要性が高まっています。日本でも、プラスチック資源循環戦略やプラスチ

ック資源循環法に基づき、回収・再資源化が進む一方、回収量の拡大、高度リサイクル技

術の確立、再生プラスチック（以下、再生材）の品質向上・利用拡大が課題となっていま

す。 

再生材の利用拡大には、品質、コスト競争力、安定供給性を同時に確保する仕組みづく

りが不可欠です。こうした課題への対応に向け、近年、剥離・脱墨等の高度マテリアルリ

サイクル技術の開発が進められています。一方で、これらの技術の社会実装に向けては、

技術そのものに加え、事業者間の連携や運用体制の構築も重要な要素です。 

このような背景を踏まえ、環境省「令和 7 年度プラスチック資源循環戦略に関する調

査・検討業務」（※2） の一環として、本実証を実施します。本実証では、株式会社三菱

総合研究所が全体統括者を担い、当社を含むプラスチック（容器包装）資源循環に関わる

主要事業者 9 社が連携し、複数の動脈・静脈事業者が設備や技術を共同活用する「協創型

PF モデル」の成立可能性を検証します。 

 

図：本実証の実施体制（三菱総合研究所作成） 

 

本実証には、アールエム東セロ株式会社、共栄社化学株式会社、ZACROS 株式会社、大日

本印刷株式会社、東洋製罐株式会社、TOPPAN 株式会社、朋和産業株式会社、株式会社細川

洋行、三菱ケミカル株式会社（記載は五十音順）が参画します。 

 



 

 

2. 本実証の概要 

本実証では、剥離・脱墨技術の社会実装を見据え、複数の動脈・静脈事業者が設備や技

術を共同活用する「協創型 PF モデル」の有効性および成立可能性を検証します。あわせ

て、PF モデルの下で活用される剥離・脱墨技術について、共通条件下での実証を行い、社

会実装に向けた課題を整理します。 

本実証の特徴は、個別技術の性能評価や優劣比較を目的とするものではなく、複数企業

が開発する剥離・脱墨技術を対象に、設備・技術の共同利用を前提とした協創型 PF モデ

ルの成立可能性や課題を検証する点にあります。具体的には、以下の取り組みを実施しま

す。 

 

（1）協創型 PF モデルの有効性評価 

個社ごとに設備・技術を活用する場合と、協創型 PF モデルの下で設備・技術を共同利

用する場合を比較し、再生材の品質、コスト競争力、供給安定性への効果を検証します。

また、回収から再生利用に至るサプライチェーン全体を対象として、関係事業者の役割分

担や連携の在り方、設備・技術の共同活用に向けた運用上の課題を整理します。 

 

（2）共通サンプルを用いた剥離・脱墨技術の実証 

複数企業が開発を進める剥離・脱墨技術について、複数の共通サンプルを用いて各技術

による剥離・脱墨処理及び評価を実施し、協創型 PF 化に向けた課題や検討事項を把握し

ます。なお、共通サンプルは、市場規模や実証の意義を踏まえ、参画事業者間の議論を経

て、プラスチック軟包装材を対象として設計します。 

 

図：共通サンプルを用いた剥離・脱墨技術の実証イメージ（三菱総合研究所作成） 

 

3. ZACROS の役割 

ZACROS は、本実証に参画するプラスチック容器包装・フィルム関連事業者、また剥離・

脱墨技術を開発している事業者として、実証に必要なサンプルや知見の提供、結果の評

価・検証に協力します。また、9 社による連携の下、再生材の品質向上、安定供給及びコ

スト競争力に資する協創型 PF モデルの検討に参画し、その成立可能性や運営上の課題の

整理に取り組みます。なお、ZACROS は本実証事業において、プラスチック容器包装、およ

び剥離・脱墨技術開発の両方を自社で手掛ける唯一の事業者です。 

 

4. 今後の予定 

ZACROS は、再生材の利用拡大を阻む構造的課題への対応に加え、回収・再資源化から利

用拡大までを見据えた資源循環システムの構築に取り組んでいます。中でも、動静脈事業

者が連携して設備や技術を共同活用する協創型 PFモデルは、再生材の品質向上、コスト競

争力、安定供給を実現する、有力な方策の一つと考えています。 

 

今後は、本実証を通じて得られる知見や高品質な再生材およびそれを用いた製品を社会

に提供することで、循環型社会の実現に貢献してまいります。 

 

 



 

 

■ 関連ニュースリリース 

軟包装向け積層フィルムのリサイクル技術を開発 

URL：https://ssl4.eir-parts.net/doc/7917/tdnet/2640027/00.pdf 

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

●ZACROS 株式会社 総務部 広報グループ 

URL： https://www.zacros.co.jp/contact/ 

 

●株式会社三菱総合研究所 

〒100－8141 東京都千代田区永田町二丁目 10 番 3 号 

【内容に関するお問い合わせ】 

ＧＸ本部 サーキュラーエコノミーグループ 齊藤、野村、藤本 

メール：moe_plastics_strategy@ml.mri.co.jp 

【報道機関からのお問い合わせ】 

広報部 

メール：media@mri.co.jp 

 

※1  動静脈連携：経済活動を血液の循環に例えた表現で、天然資源を加工して製品の製

造・流通を担う産業を「動脈産業」、廃棄物の回収・選別・再利用・再生利用およ

び適正処理による社会への再循環を担う産業を「静脈産業」といい、これらが連携

して資源を循環させる取り組み。 

※2  環境省「令和 7 年度プラスチック資源循環戦略に関する調査・検討業務」：三菱総

合研究所、プラスチック資源循環戦略に関する調査・検討を開始 

        https://www.mri.co.jp/news/press/20260421.html 

     （2026 年 4 月 21 日 株式会社三菱総合研究所ニュースリリース） 
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